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研究題目 ICTを活用し、仲間と考えを共有する中で、主体的に課題解決に取り組む生徒の育成  

－中学２年「反射神経と運動能力には関係がある？！（箱ひげ図とデータの活用）」の実践を通して－ 

１．主題設定の理由 

本学級２年２組（男子１３名、女子１６名）は，ＩＣＴを活用したり日常生活の中にある事象を扱ったりする授

業に意欲的に取り組む傾向がある。例えば「式の計算」では、文字式の計算問題をフラッシュ暗算のようにスクリ

ーンに次々投影し、それに答えていく活動を行った。そこでは、従来の計算問題を解くより意欲的に取り組む姿が

見られた。しかし一方で、いろいろな見方・考え方が必要な課題に対しての追究意欲が弱く、一人学びや意見交流

の場では自ら考えて意見を伝え、自分の考えを見つめ直す生徒は少ない。また、新たに問いを見つけて追究しよう

とする生徒も少なく、主体的な姿勢があまり見られない。 

そこで、「反射神経と運動能力には関係がある？！」というテーマで単元を構想し、さらに反射神経を計るため

の教材として、落ちてくる棒を素早くつかむルーラーキャッチを取り入れることで、生徒の追究意欲を引き出す。

そして、ＩＣＴを活用することに対して意欲的である実態を受けて、ルーラーキャッチの記録を Sgrapaを用いて

まとめ、それを体育大会や体力テストの結果と照らし合わせて２つの記録の関係を検証する活動を行う。また、上

手く分析する方法を探る活動では、振り返りシートを活用したり、仲間と考えを共有する場を工夫したりするこ

とで、自分の考えを見つめ直すきっかけをつくり出す。本実践を通して、「どうしてこうなるんだろう」「もっと調

べてみたい」という思いをもち、明確な答えがない問いに対して自ら課題を見つけ、主体的に課題解決に取り組む

姿を期待する。 

２．研究の方法 

（１）目指す生徒の姿 

   こんな生徒を                  こんな生徒に 

 

 

 

 

 

 

（２）研究の仮説 

 目指す生徒の姿に迫るために，次のように仮説を立てた。 

 

 

 

 
 

（３）研究の手だて 

Ⅰ-ア 振り返りシートの活用 

 振り返りシートは Teams を用いて配付したものを扱う。そうすることで、仲間の振り返りを見ることができ、

仲間がどんなことを学び、考えたのかを把握することができる。そこから課題解決の糸口を見つけ出してほしい。

また、自分と同じ考え方をしている仲間の振り返りを見て考えを深めたり、自分と違う考え方をしている仲間の

振り返りを見て考えを見つめ直したりする姿を期待する。 

Ⅰ-イ 生徒の困り感に焦点をあてた授業展開 

仲間と考えを共有する場では、生徒の困り感をもとにした話し合いを展開する。そのために、疑問に思ったこと

や困ったことも自分の考えとしてまとめるように仕向ける。そうすることで、話し合いの時間に疑問を投げた仲

間に対して、自分の考えがまとまった生徒が説明するといったように、考えを共有する場を活発なものにできる

だろう。さらに、そこから自分の考えを深め、見つめ直す姿を期待する。 

Ⅱ-ア 生徒の主体的な姿を引き出す単元構想 

インターネットに掲載されている「反射神経と運動能力には関係がある」という記事を紹介し、この信憑性を検

・答えが明確な課題に対して、自信をもって
発言することができる。 

・説明を求められる問題に対して、自分の言
葉で説明しようとする生徒が増えてきた。 

・授業の中で、既習事項を活用して問題解決
することができる。 
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仮説Ⅰ  振り返りシートを活用したり、困り感を引き出した上で仲間と考えを伝え合う活動の場を設けたりす
ることで、自分の考えを深め、見つめ直すことができるだろう。 

仮説Ⅱ  生徒が自ら追究したくなるような単元を構想したり、ＩＣＴを活用して一人学びの時間を充実させた
りすることで、新たな課題を見つけ、自ら追究することができるだろう。 

・答えが明確でない課題に対して、粘り強く取り組む
ことができる。 

・仲間と互いに考えを伝え合い、自分の考えを精査す
ることができる。 

・ヒストグラムや箱ひげ図のよさを理解し、必要に応
じて使い分けることができる。 
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証するという単元を組む。ここから、実際に存在する記事の信憑性を検証する活動を通して、主体的に追究する姿

を持続させ、日常生活に潜む課題を解決することの達成感を味わわせたい。 

Ⅱ-イ 一人学びを充実させるＩＣＴの活用 

 自分で分析する活動を行う際に、Sgrapaを活用して表やグラフを並べて比較することができるようにする。そ

うすることで、意欲的に取り組んだり表やグラフを素早く作成したりすることができるだけでなく、いろいろな

視点から分析できるようになるだろうと考えた。明確な答えがないからこそ、ＩＣＴを効果的に用いて新たな課

題を見つけ、自ら追究できるように一人学びの時間を充実させたい。 

（４）抽出生徒Aについて 

 苦手なことにも前向きに取り組むことができる生徒Ａ。基本的な計算問題でミスをしたり、応用問題が解けな

かったりと数学に対して苦手意識を抱きつつも、一生懸命取り組む姿を見せている。しかし、思考力が問われる問

題と向き合っているとき、自分で何とかしようとする性格から、なかなか周りと相談しようとしない。仲間と考え

を共有することでいろいろな視点から考えることができ、課題解決の手助けとなることに気づけていない。明確

な答えがない課題を追究する活動中で、仲間と話し合ったり、振り返りによって仲間の考えを知ったりすること

が、課題解決の手助けとなることに気づかせたい。 

３．研究の実際 

（１）単元構想（全11時間） 
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（２）研究の実践 

①仲間の意見から課題を見つけ、探りたいという思いをもつ生徒Ａ（第１～４時）【手立てⅠ-イ、Ⅱ-ア、Ⅱ-イの検証】 

 単元の始めに、インターネットに掲載されている「反射神経と運動能力は関係がある」という記事を紹介し

た。すると、「そうなの？」「反射神経がよくても運動が苦手な人がいそう」という疑いの意見が多かった。そこ

から、この記事の信憑性を確かめるために、ルーラーキャッチの記録を分析して出す反射神経の順位、体力テス

トや体育大会の記録を分析して出す運動能力の順位を比較し、反射神経と運動能力の関係性を探っていくことに

した。まず、１・２年生の計８クラスのルーラーキャッチの記録を羅

列したExcelのデータ（資料１）を、SKYMENUを用いて配付した。こ

のデータを見た生徒は「見づらい」「比較しにくい」といった声を上

げていた。そこで、Sgrapaを用いて既習事項である度数分布表とヒス

トグラム（度数分布多角形）にまとめた（資料２）。しばらく一人調

べの時間をとると、「よく分からなくなってきた」「記録がいいクラス

は何となく分かったけどそれ以外は・・・」と困り感を抱く生徒が出

始めた。各階級の人数の差が視覚的に分かりやすくなったが、比較す

るクラスが多く、どちらとも見づらいことが困っていることとして挙

げられた。生徒Ａの班では、比較するクラスの数を絞った度数分布多

角形（資料３）を作成し、役割分担をして分析しようとしていたが、

「人によってグラフや表に対する見方・考え方が異なるから難しい」と

話していた。実際に生徒Ａのノートには「度数分布表を見ると・・・」「ヒストグラムを見ると・・・」と様々

な考えが書かれており、いろいろな視点から分析をしていることが伺えた。しかし、その分析方法では手間がか

かってしまうことから、生徒Ｂと「一気に比較できるグラフとかないのかな」「他の新しいグラフとか表があれ

ば試してみたい」と話していた。そこで現段階で疑問に思っていることや困っていることを全体で共有する場を

設けたが、「中間層（３位～７位）の順位が分からない」「まだ見づらくて分析しづらい」といった意見が多く、

生徒Ａの他にも今のままでは分析が難しいと感じている生徒も多かった。そのため、順位を決定づける考えも少

なかった。この場を通して、生徒たちは、８クラスを一気にまとめて比較でき、なおかつ見やすいグラフを求め

ていることが分かった。第４時の生徒Ａの振り返り（資料４）には、「見るもの（グラフ、平均値、最大値）や

人によって結果や考え方が変わってくる」と書かれており、

Sgrapaを用いて度数分布表と度数分布多角形を作成して、それら

を並べて分析したことは、いろいろな視点から分析するための手

立てとして有効であったと考える。また、「度数分布表から分かる

こと」「度数分布多角形から分かること」「代表値から分かるこ

と」のように、いろいろな視点から分析できるからこそ効果的な

分析方法が分からず、生徒Ａの困り感になっている様子だった

が、振り返りには「生徒Ｂも言っていたように、もっと他の適し

たグラフや表を調べて試したいです」と書かれており、新たな課

題を見つけて、それを調べてみたいという主体的な姿を引き出す

資料１ ルーラーキャッチの記録（一部） 
 

資料４ 振り返りシート① 
 

資料３ 度数分布多角形 
 

資料２ 度数分布表と度数分布多角形 
 

生徒Ａ 

生徒B 
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ことができた。効果的にＩＣＴを活用することで、困り感を引き出したり新たな課題を見つけるきっかけをつく

ったりすることができ、生徒の一人学びの時間を充実させられることが分かった。 

②仲間の振り返りシートを見たり仲間と意見を共有したりして、自分の考えを精査する生徒Ａ（第５～10時）【手立てⅠ－

ア、Ⅰ－イの検証】 

 第４時で出てきた生徒Ａの「一気に比較できるグラフとかないのか

な」といった困り感や「他の適したグラフや表を調べて試したい」と

いう思いから、第５時では箱ひげ図（資料５）を提示した。生徒Ａは、

一つ一つのグラフが並べて比較できる箱ひげ図を見て、「これなら見

やすい」と言っていた。ここから第６時では、箱ひげ図を分析する時

間をとったが、多くの生徒は箱ひげ図の何を見て分析したらいいのか

分からない様子であった。すると生徒Ａは第５時の仲間の振り返りシ

ートを見返した。生徒Ａは「何かヒントになることを言っている人い

ないかなと思って」と話しており、仲間の考えから自分の考えを見つ

め直そうとしていた。生徒Ａは、第５時の生徒Ｃの振り返りシート（資

料６）に書かれていた「全体の散らばりみたいなのがわかりやすくて

いいなと思いました」と

いう意見から、最小値、第

一四分位数、中央値、第三

四分位数、最大値の５つ

の値に注目して分析を始

めた。また生徒Ａの班で

は、資料７のような会話

が広げられており、振り

返りシートから課題解決

の糸口を見つけようとし

た生徒Ａを見て、他の生

徒も同じように仲間の振

り返りシートを見返

すようになった。こ

こで、各クラスの傾

向を正しく分析する

ために、外れ値を除

外した箱ひげ図（資

料８）を作成した生

徒Ａは、１－３と２

－１のような箱ひげ

図が同じ形をしたク

ラスの優劣がつけら

れないことに気づいた。ある特定の値は分かっても、具体的な数値を読

み取ることができない箱ひげ図のデメリットに気づいている様子であっ

た。そこで、ここでも生徒Ｆの振り返りシート（資料９）にある「最小

値、中央値、・・・などすべて同じクラスが一番いい結果とはならない」

という意見からこの課題解決の糸口を見つけた。そこから生徒Ａは、大

まかな順位は箱ひげ図を分析して決め、箱ひげ図では優劣が付けられな

いクラスは、度数分布表や度数分布多角形、代表値から判断するという

分析方法に至った。第７時では、生徒Ｇの振り返りシート（資料 10）の

「これまでの友達の振り返りシートを参考にしたら、中間層（２位～７

位）の順位も分かってきました」という言葉からも分かるように、仲間の振り返りシートから課題解決の糸口を見

つけて、少しずつ８クラスの順位付けをすることができた生徒が増え、同じような順位になった仲間と意見を共 

資料５ 箱ひげ図 
 

資料６ 生徒Ｃの振り返りシート 
 

資料８ 外れ値を除外した箱ひげ図 

 

資料７ 会話記録 

生徒Ａ：生徒Ｃの振り返り見たら「全体の散

らばり」って書いてあったから、箱

ひげ図の縦線の数値（最小値、第一

四分位数、中央値、第三四分位数、

最大値）を見ればいいんじゃない？ 

生徒Ｄ：そうか！誰かの振り返りを見れば

なんか分かるかも。俺も見てみよ

う！ 

生徒Ｅ：私も今皆の振り返りを見てるけど、

みんな結構いろいろなことを書い

てるな～。これだけあればヒントに

なりそうなこともありそう。 

資料９ 生徒Ｆの振り返りシート 
 

資料 10 生徒Ｇの振り返りシート 

 

生徒Ｃ 

生徒Ｆ 

生徒Ｇ 
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有しあう姿が多く見られ

た（資料 11）。また、１－

１と２－４の順位に自信

がなかった生徒Ａは、す

でに自分の考えをもとに

順位付けをすることがで

きた生徒Ｄのところへ行

き、どういう考え方をし

たのかを聞いていた（資料 12）。この様子からも分かるように、生徒Ａ

は順位付けに関する困り感を仲間に共有し、それに関して自分の考えが

まとまっていた生徒Ｄに説明してもらったことで、自分の考えを見つめ

直すことができていた。生徒Ａの他にも、自分が付けた順位に自信

がない生徒は、疑問に思ったことや困り感を周りの仲間に共有し

ていた。ここから、自分の考えだけでなく困り感も共有したこと

で、考えを共有する場を活発にすることができ、さらに自分の考え

を深め、見つめ直すきっかけにもなったと考える。第９時の生徒Ａ

の振り返りシート（資料 13）には、「生徒Ｆの振り返りにもあった

ように、１位のクラスは全ての観点において１位とは限らない」と

書かれており、仲間の振り返りから課題解決の糸口を見つけ出し

ていた。また、「自分は全ての観点から比べて」とも書かれており、

仲間の振り返りを見て最小値、第一四分位数、中央値、第三四分位

数、最大値の５つの値に注目して分析するという考えから、全ての

観点から比較し分析するという考えに変わっており、自分の考えを見つめ直していた。ここから、前時までの仲間

の振り返りを見ることは、課題解決や自分の考えの見つめ直しを手助けするための手立てとして有効であると考

えた。 

③自分たちの分析で、反射神経と運動能力には関係性があるという結論を出すことができて達成感を感じる生徒Ａ（第

11時）【手だてⅡ－アの検証】 

 第 10時までの分析を経て、反

射神経の順位を付けた結果、「２

－４⇒１－１⇒１－２⇒２－３

⇒２－１⇒１－３⇒１－４⇒２

－２」という順になった。ここ

から、本単元の目的である「反

射神経と運動能力の関係性」に

ついて検証した。運動能力の高

さは、体力テストと体育大会の総合点で判断する

ことにした。そこで、資料 14のような表を提示し

た。体力テストの点数は、Ａが５点、Ｂが４点、

Ｃが３点、Ｄが２点、Ｅが１点という計算方法で

合計を算出した。学級によって人数の違う点をど

うするか投げかけたところ、「体力テストの点数と

体育大会の総合点の合計を人数で割り、１人分の

点数を出して比較する」という方法で検証するこ

とになった。その方法で１人分の点数（資料 15

①）を出し、反射神経の順位と比較した結果、資

料 15②のようになった。多少の順位の前後はあっ

たが、ほとんど同じような順位になった。この結

果を見た生徒たちは、「すごい！ほとんど一緒の順

位だ！」「反射神経と運動能力って本当に関係があ 

資料 11 話し合いの様子 
 

資料 13 生徒Ａの振り返りシート② 

 

資料 12 会話記録② 

生徒Ａ：順位どうなった？ 

生徒Ｄ：俺はこうなったよ。箱ひげ図が小さい

方が記録がいいと思って、１－１じゃ

なくて２－４を１位にした。 

生徒Ａ：あぁ、箱ひげ図の大きさね。そう考え

るとここの順位が変わってくるかも。

もう１回考えよう。 

資料 14 体力テストの点数と体育大会の総合点 

 

資料 15 検証結果 

 

生徒F 

生徒A 

② 

① 
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るんだ！」といった声を上げていた。第 11時の生徒Ａの振り返

りシート（資料 16）には、「反射神経の順位とほとんど一緒で

感動しました」「自分たちの分析は間違っていなかったんだなと

思いました」と書かれており、これまでの活動の達成感を感じ

ているようであった。実際にインターネットに掲載されている

記事の信憑性を確かめるという目的で分析活動を行ったこと

で、「もっと詳しく調べたい」という生徒の主体的な姿を引き出

し、それを継続させることができた。また、単元の終末に反射

神経と運動能力の関係性を検証したところ、非常に近い結果を

出すことができ、これまで行ってきた自分たちの分析に達成感

を感じることができていた。ここから、日常生活に潜む課題を自分たちの手で追究し、解決していく単元を構想

したことは、生徒の主体的な追究意欲を引き出すのに有効であったと考える。 

４．研究の成果と課題 

（１）仮説Ⅰについて 

 資料 17のように生徒の振り返りを一覧にまとめたものを Teams

で配付し、仲間の振り返りをいつでも見ることができるようにし

たことで、それを参考にして課題解決の糸口を見つけようとして

いた。また、仲間の振り返りを見たことで、同じような考えをもっ

た仲間の意見から自分の考えを深めたり、違う考えをもった仲間

の意見から自分の考えを見つめ直したりして、そこから改めて分

析しようとする姿も見られた。自分の考えを深めたり、見つめ直し

たりするのに、振り返りシートの活用は有効であったと考える。そ

して全体での話し合いでは、生徒が疑問に思ったことや困り感も

自分の考えとしてもった上で話し合いを行ったことで、話し合い

活動をより活発にすることができ、そこから自分の考えを見つめ直す姿を引き出すことができた。 

（２）仮説Ⅱについて 

 資料４の「試したい」、資料６の「比較してみたい」、資料９の「知りたい」といった生徒の振り返りの言葉から、

主体的に課題解決をしたいという思いを引き出すことができたと考える。単元の終末には、反射神経と運動能力

の関係性を自分たちの分析で導くことができたことに対して生徒も喜びを感じており、日常生活に潜む課題を解

決することの達成感を味わわせることができた。インターネットに掲載されている「反射神経と運動能力には関

係がある」という記事を紹介し、それに関して検証していく単元を構想したことは生徒が主体的に学ぶ姿を引き

出すのに有効であったと考える。ここから、生徒の実態に合わせた単元を構想することの大切さも実感すること

ができた。 

 グラフや表を瞬時に作成できる Sgrapaを活用して度数分布表や度数分布多角形を作成し、それらを並べて分析

する一人学びの活動では、いろいろな視点からの分析を手助けするだけでなく、いろいろな視点から分析できる

からこそ、第１～４時に見られた「一気に比較できるグラフはないのか」といった新たな課題を見つけたり、「他

の新しい表やグラフを試してみたい」という主体的な姿を引き出したりすることができた。一人学びを充実させ

るためにＩＣＴを活用したことは、生徒がいろいろな視点から分析し、新たな課題を見つけて主体的に追究する

のに有効であったと考える。 

（３）今後の課題 

 本単元で決定した反射神経の順位と運動能力の順位につい

て、どちらも生徒の主観が入り込む余地があり、同じような順

位になるように操作することができてしまうという課題が残っ

た。したがって、どちらかの順位が不変であるものを教材とし

て取り入れる必要があったと考える。 

 振り返りシートについて、これまでの自分の振り返りを見返

し、考えの変容を捉えた生徒が少なかったので、資料 18のよう

にした振り返りシートのよりよい活用方法を探っていく必要が

ある。また、どういった視点で仲間の振り返りを見たらいいの

かについて生徒に伝えておくことで、より資料 17の振り返りシートを効果的に扱うことができたと考える。 

資料 16 生徒 Aの振り返りシート③ 
 

資料 17 振り返りシート① 
 

資料 18 振り返りシート② 
 

生徒A 


